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The Japanese School in Perth 

校外学習・インカーション・キャンプポリシー 

*教員専用のポリシー 

 

パース日本人学校は、児童・生徒、スタッフ、ボランティアのケアや安全を常に心がけてい

る。特に、児童・生徒やスタッフが遠足など校外の活動に参加する際、又は外部者による校

内活動において、安全への配慮が不可欠であると考えている。 

校外学習（水上活動やキャンプを含む）や外部提供者による内部活動はパース日本人学校の

カリキュラムの重要な一部である。本ポリシーのパート A は、校外学習を計画、実施する

ためのガイドラインを示すものである。パート B は、その手順（ステップ）を明確にする

ものである。教職員は、校外学習や外部提供者による内部活動を計画・実施する際、以下の

ガイドラインを考慮し、手順に従う必要がある。校長は、これらのガイドラインと手順が守

られていることを確認する責任がある。 

 パート A 校外学習の計画・実施ガイドライン 

 1. Duty of Care  注意義務 

 ‘Duty of Care’（注意義務）という用語は、「既知または合理的に予見可能な危害および傷害

のリスクから、他者に対して合理的な注意を払う義務」と定義できる法的な概念である。 

この義務を果たすためには、学校は合理的な範囲内で有能な教員を雇用する義務および、安

全な施設を提供する義務がある。 学校は、教職員が当校の従業員としての職務の範囲内で

行う行動に対して代理責任を負うものである。 

教員は児童・生徒に対し、危害および傷害の既知または合理的に予見可能なリスクから児

童・生徒を保護するために合理的な注意を払う義務がある。  この義務を果たすためには、

教員は児童・生徒への危害および傷害を防ぐために、合理的な事前対策を講じる必要があ

る。この注意義務は、学校内外で行われるすべての学校活動中に適用される。 

注意義務が果たされず、児童・生徒が負傷した場合、保護者は学校に対して過失訴訟を起こ

すことができる。 状況によっては、特に故意による過失の場合、教員だけが責任を負うこ

ともある。 
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外部提供者がどのような専門知識を有していても、学校は校外学習に参加する児童・生徒の

安全を確保する義務があり、依然として注意義務がある。 

2. Consent Forms 同意書 

Parent Consent Form  保護者同意書 

校外学習（キャンプを含む）は、学校が実施する活動の中で最もリスクの高いものとして扱

う。そのため、スタッフはこの種の活動を計画・実施する際には、本ポリシーにあるリスク

管理のためのガイドラインと手順を遵守する必要がある。保護者の同意書は、校外学習のリ

スク管理に不可欠なものである。(参照：Appendix 1 キャンプ保護者の同意書および健康調

査書) 

同意書や許可書は双方向のコミュニケーションである。学校は校外学習の詳細を提供し、保

護者は子どもの参加を許可し、学校は子どものケアに必要なすべての情報を提供する。 

児童・生徒が校外学習に参加する前に、保護者から同意を得なければならない。 保護者に

同意を求める前に、以下のような詳細について保護者に提供必要がある。 

• 校外学習の活動概要、特に危険な活動や専門的な指導を必要とする活動。 

• 日程と交通手段。 

• 時間、場所、費用の詳細。 

• 校外学習中の連絡先（名前と電話番号）（校外学習中におけるすべての時間帯） 

• 監督者の名前と人数。またボランティアや保護者を含むかどうかの情報。別居して

いる保護者がいる場合、保護者の一人が子どもとの接触を制限されることがあるか

もしれない。もしその方がボランティアとして企画に同行する場合、問題になるこ

とが在りうる。 

• 緊急時の手順（「緊急時の手順」の項を参照） 

• 問題が起こし、早期帰宅がやむを得ない児童・生徒が発生した場合、保護者の費用

負担で帰宅させるという声明。 

• 校外学習に考慮すべき文化的背景の詳細。 

• 児童・生徒が参加する特定の活動に対する危険警告詳細。特定の活動については、

単に保護者のその活動を「遠ざける」だけでなく、法的な意味合いもあるため、学

校は事前に法的助言を求める場合もある。 

上記の情報を事前に保護者に提供することにより、保護者は十分な情報を得た上で、校外学

習の参加について判断することができる。学校は、保護者が「もし事前にこのことを知って

いたら、子どもの参加を許可しなかったでしょう」と言うようなシナリオを避けたい。しか

し、許可を得たからといって、学校や監督教師がはらうべき注意義務がなくなるわけでも、

軽減されるわけでもない。 

校外学習に参加できるのは、同意書に署名した児童・生徒のみである。 
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保護者の書面による同意が強く推奨され、口頭による同意の後にも書面による同意を得る必

要がある。口頭での同意の記録も残すべきである。 

Use of Electronic Communication  電子コミュニケーションの利用 

保護者に直接に電子手段によって情報を送信することには、情報が保護者に届く可能性が高

くなるなどの利点がある。 

 

校外学習に関する事前情報を電子的に送信する場合、以下の手順を推奨する。 

• メールアドレスがすでに最新のものであることを確認。 

• 保護者が電子的に情報を受け取ることに同意しているのか確認。 

• 保護者が同意書に「署名」して返送した後、その学習情報にアクセスできるように

する。 

学校が電子的な方法で同意を得る場合、以下の点を考慮する必要がある。 

• 同意の情報は外部関係者にどのように共有するのか。 

• 同意書はどのように保管されるのか。 

• 児童・生徒が保護者の同意を偽造する可能性はあるか。 

 

Medical Information 健康情報 

保護者は、児童・生徒の詳細な健康情報、または活動の参加に影響の可能の情報を学校に提

供する必要がある。緊急の場合に救急車を呼び、関連するすべての費用を保護者が負担する

必要があることに同意することも明確にする必要がある。 

万が一に備えて、校外学習期間中、担当教員が児童・生徒の健康情報（校外学習時前健康調

査）を所持しておくこと。 校外学習期間中および将来の参考のため、この情報のコピーを

学校に保管しておく必要がある。 保護者には学校での情報の保管について説明すること必

要がある（個人情報保護法による規定）。 

同意書は、以下の事項を含む必要がある。 

• 長期、短期を問わず、子どもが服用しているすべての薬の詳細。 

• 活動に影響の可能のあるケガなどの詳細。 

Parent Information Meetings 保護者説明会 

保護者説明会は、校外学習の計画初期や出発間近に開催することで、学習で何が行われるか

を全員が正確に理解できるようにする良い方法である。説明会で保護者の心配事を聞き、不

安を取り除くことができるであろう。また、全員が同じ情報を聞き、保護者が質問をする機

会にもなる。 

説明会を実施する場合、内容は以下を含む。 

• 計画されている活動 

• 宿泊と移動手段 

• 期待される児童・生徒の行動基準 
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• 保護者が子どもと話していただきたいこと 

• 医療問題や金銭の取り扱い 

• 同行者 

• 児童・生徒が持って行く荷物の種類と量 

•  持って行くべき服装 

• 服用可能な薬 

• 持ち込める電子機器 

Regular Excursions 定期的な校外学習 

年間を通して定期的に行われる校外学習については、通常 1 枚の同意書提出を求める。例え

ば、スポーツの授業が地元の球場で行われる場合や、数週間の水泳教に通う場合などであ

る。 

この場合の同意書は、校外学習と同じ要件を満たし、同じ方法でリスク管理を行う必要があ

る。校外学習に関する状況（例えば、移動手段など）に変更があった場合は、再度保護者の

同意を得る必要がある。また、保護者に対しては必要に応じて、子どもの医療／健康上のニ

ーズについて学校に最新情報を伝えるように呼び掛ける必要がある。 

Principal’s Consent 校長の同意 

校長は、遠足やキャンプなどの校外学習が計画中のいうことや、企画に含まれるすべての活

動を把握することが重要である。これには、リスク管理の詳細および緊急事態に対処するた

めの計画を含む。校長（または指定された代表者）は、すべての校外学習の計画を許可する

必要がある。 

3. Planning 企画 

校外学習の成功のために、事前企画が重要な要素である（不可欠である）。企画する際に、

考慮する必要があるものは以下を含む。中には後により詳しくふれるものもある。 

Itinerary 日程表 

校外学習予定表に以下の情報を記載する必要である。 

• 日程（開始日、帰着日、校外学習中の主なイベント） 

• 時間（特に出発と到着の時間） 

• 出発の集合場所・終了後保護者が迎えに来る場所 

• 訪問場所 

• 交通手段（公共交通機関か民間交通機関か、またどのような交通手段を利用する

か） 

• 予定されている活動 

• 費用（児童・生徒が必要な現金を含む） 

• 宿泊施設（児童・生徒の滞在先、宿泊施設の種類、相部屋かどうかなど） 

• 宿泊先の住所や連絡情報 

• 校外学習中の監督の詳細 
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• 同行するスタッフやボランティアの詳細 

• 利用する外部業者の詳細 

• スタッフおよびボランティアの医療・応急処置トレーニングの詳細 

• 児童・生徒各自で準備する必要があるもの 

• 直前の変更やキャンセルの場合の手順 

Emergency Procedures 緊急時対応手順 

校外学習中で起こりうるすべての緊急事態に備えることは不可能だが、可能な限り多くのリ

スクを特定し、管理するために、包括的なリスク管理プロセスを実施すべきである。緊急事

態への対応は、リスク管理の一部と考えられる。手順には、少なくとも以下の情報が含まれ

る必要がある。 

• 参加する児童・生徒の保護者全員の連絡先 

• 緊急医療処置を許可する各児童・生徒の保護者の同意（「2. 同意書」参照） 

• 特定の児童・生徒の医療要件やアレルギーの詳細 

• 校外学習近辺の病院など医療関連の連絡先 

• 移動関連の遅れ、児童・生徒の負傷、児童・生徒の行方不明、自然災害など、不測

の事態が発生した場合の対応方法。 

Supervision   監督 

企画の段階で考慮しないといけないことは以下を含む。 

• 教員（校外学習に同行する教員の人数）。 

• ボランティアの詳細。警察による身元確認または Working With Children チェックが

必要かどうか。 

• 児童・生徒の年齢、能力、校外学習の内容や場所を考慮した監督者と児童・生徒の

比率（「11.教員・児童生徒比率」参照）。 

• 男性と女性両方の監督者が必要かどうか（特に校外学習が数日間にわたる場合）。 

• 夜間の児童・生徒の監督に関する取り決め。 

• 児童・生徒が全員女性の場合、男性の監督者が適切かどうか。又はその逆の場合。 

• 指揮系統（校外学習を担当教員は誰か）。 

• 教員やボランティアは、校外学習のために特別な訓練や資格が必要な場合がある。

（例：応急手当証明書、ブロンズメダリオンなど水泳関連の資格、特別運転免許

証）。 

• 児童・生徒が他の学校で活動に参加する場合、責任担当はどのようにするのか。 

• 担当「監督者」を保護者に紹介することを兼ねた校外説明会を行う必要があるかど

うか。 

• 保護者が校外学習について質問する機会を設けるべきかどうか。 

• 校外学習で訪れる地域についての担当教員の知識。 

• 問題のある児童・生徒の帰宅を監督する責任決定。 
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• 早期引き揚げする必要となった児童・生徒の帰宅方法。 

•  校外学習が外部機関によって企画された場合、学校と児童・生徒を監督する教員の

「注意義務」に関する影響。 

Students 学生 

• 校外学習に参加する児童・生徒の人数、年齢、性別（監督レベルを検討する際に重

要でな情報）。 

• 障害または特別な配慮が必要な児童・生徒の詳細。又はこの児童・生徒の世話のた

め、特別な訓練が必要かどうか。 

• 特定の児童・生徒のアレルギーまたは特別な薬の詳細。 教員や監督者が薬を投与す

る必要があるかどうか、また投与する必要がある場合、そのために特別な訓練が必

要かどうか。 

• 児童・生徒が計画された活動ができるかどうか（能力に合っているかどうか）。そ

の活動に参加できない児童・生徒学生がいる場合、代わりにどの活動‘するのか、ど

のように監督するのか。 

• 何らかの理由で児童・生徒を帰宅する必要がある場合の対応と、その費用は誰が負

担するかについての詳細。 

Equipment to be Used and Specialist Instruction 使用する用具と専門家の指導 

• 校外学習の際に使用される用具が、その目的に対して適切であるかどうか。 

• 備品が適切に修理されているか。 

• 活動やと使用する備品が学校の保険でカバーされているかどうか。 

• 校外学習で行われるアクティビティに専門的な指導が必要かどうか。 必要な場合、

誰がその指導を行うか。 

• 学校が外部のインストラクターに指導を依頼する場合、そのインストラクターの経

験、資格、保険の詳細が必要か。 

Insurance 保険 

校外学習の保険加入についてを確認する必要がある。たとえ、学校が現在加入している保険

が企画中の校外学習の目的に対して適切かどうかを確認する必要がある。 担当者は校長に

保険について相談する必要があり、校長は必要に応じて学校の保険ブローカーや保険会社と

の話し合いを手配する。 

4. Managing Risk リスク管理 

どの校外学習でも、ある程度のリスクを伴う。 リスクがあることは、児童・生徒が「自分

の力を伸ばす」ことにはなるし、自分のレベルを見極めることもできるというプラス面もあ

るが、リスクが適切なレベルであるように管理することが重要である。 

すべての校外学習に関した、特に初利用の場所の場合は、徹底したリスク管理プロセスを経

てから実施されるべきである。リスク評価の際、担当者は付録 2 に概説されているリスクマ

トリックスを参照してください。 
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各リスクを可能性・結果マトリックスを用いて評価されるべきである。学校が決定したレベ

ル以上のリスクは、調整が必要になり、新たに可能性・結果を評価する必要がある。リスク

が高すぎる場合は、その活動またはその活動のリスクの高い部分を中止すべきである。最終

決定を下すのは、通常、校長またはその代理人である。 

リスクの結果／可能性/結果を検討する際に考慮すべきものは以下を含む。 

• 大人の監督人数と児童・生徒の比率が活動に適しているか。 

• 提案された活動が、参加する児童・生徒の能力に合っているか。 

• アクティビティのリーダーは適切な経験や資格を持っている。 

• 児童・生徒と大人が適切な服装と装備を持っているか。 

• 活動に参加するすべての大人が、指揮命令系統を理解しているか。 

• 関係当局が、管轄区域内での活動について通知しているか。 

• 学校所有であるか否かに関わらず、使用される用具の状態が良いか。 

Record Retention 記録保管（管理） 

校外学習の実施後、学校が訴訟を起こされるリスクを軽減するため、学校は校外学習に関す

る同意書（Appendix 1）・緊急時対応手順（Appendix 3）・校外学習届（Appendix 4）・秘密

秘密宣誓書（Appendix 5）を５年間保存し、慎重に保管する必要がある。 

5. Assessing Student Capabilities 児童・生徒の能力評価 

校外学習に参加する児童・生徒の能力は、監督者のレベル、必要な監督者の数、必要な監督

者の経験とスキルを決定する主要な要素である。担当教員は、リスクをある程度伴う活動へ

の参加を許可する前に、一人一人の児童・生徒が適切なレベル能力をもっているかどうか確

認する必要がある。これは、水上活動の場合に特に重要である。 

外部のインストラクターによる活動の場合は、学習開始前に、どのようなアクティビティが

計画されているか、児童・生徒に何が期待さているなのか、児童・生徒に求められる専門知

識はどのレベルかについて、インストラクターに問い合わせる必要がある。 

水上活動に関する詳細は、16. 水上活動をご参照ください。 

6. Qualifications of Staff/Leaders スタッフ／指導者の資格 

学校は、教師または指導補助者が遠足を実施するのに十分な資格を持っていることを確認す

る責任があります。 つまり、担当者は、校外学習が可能な限り安全で、問題が起きでも対

応がきちんとできる管理チームを編成する能力があるということである。水活動を含む校外

学習の場合、監督者の中に、レスキューと応急処置（ファーストエード）の知識やスキルを

につことが不可欠である。 

水上活動を含む校外学習の場合、少なくとも 1 人の教師／インストラクターが、現在のライ

フセービング資格を保持している必要がある。以下の資格は、水上活動を実施するための最

低基準である。詳細は、セクション 16「水上活動」を参照ください。 
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• ロアルライフセービング協会（RLSSA）ブロンズメダル 

• サーフライフセービング WA（SLSWA） ブロンズメダリオン 

• サーフライフセービング WA （SLSWA）サーフレスキュー認定証 

水上活動以外の校外学習では、1 人の教員またはインストラクターが応急手当を行えるよう

にする。 学校は、校外学習ごとに、どの程度の応急処置の知識が必要かを事前評価する必

要がある。 

どの校外学習の場合でも、児童・生徒の人数に関係なく、最低 2 人の大人が同行で、そのう

ちの 1 人は教員であることが推奨される。 

External Instructors 外部インストラクター 

多くの外部活動では、担当教員の補助、またはアクティビティの運営に外部インストラクタ

ーが必要となる。インストラクターが適切な資格、経験、警察チェック、保険加入、必要な

許可を得ているなど、事前に確認する。 

外部プロバイダーは、標準書式に免責条項や補償条項を盛り込むことが多い。 免責条項と

は、外部提供者が責任を負う可能性のある過失につい て、その責任を免れようとする条項

である。これらの条項は、外部提供者の管理下にない人物（例えば、活動に参加する学校ス

タッフやボランティア）の過失のみを対象とする場合もあるが、外部提供者のスタッフの過

失に対する責任も免除しようとする場合もある。 免責条項とは、校外学習に起因する第三

者への賠償を命じられた場合、学校からその賠償を請け負うことを求める条項である。 

免責および補償条項の法的効果は特定の状況によって異なるが、学校は、このような免責お

よび補償条項により、学校がその管理下にない人物の過失に対して責任を負う可能性がある

ことを認識する必要がある。 さらに、このような条項に基づいて学校が負う賠償責任は、

保険契約の標準的な補償範囲に含まれない場合がある。 

従って、学校は、提案された免責条項や補償条項の条件を慎重に検討し、適切な法律その他

の助言を求めるべきである。学校職員が「細則」を十分に考慮することなく外部プロバイダ

ーと契約することがないよう、学校は契約書や合意書に署名する「許可」を持つ人数を制限

することが望ましいかもしれない。 

Safety Preparation 安全のための準備 

緊急時対応計画の作成は、校外学習を実施する上で最も重要な事項のひとつである。活動開

始前に緊急時対応計画のコピーを校長および担当教員を補佐するすべての人に配る必要があ

る。 

詳細については、セクション 12「児童・生徒の安全」を参照してください。 

7. Use of Vehicles 車両の使用 

Privately Owned Cars 自家用車使用 
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当校の注意義務として、保護者や教員が校外学習に自家用車を使用する場合は、以下のガイ

ドラインを遵守する必要がある。 

• 運転手は免許を取得していること。L または P プレートのドライバーは許可されな

い。学校は運転する人の運転免許証を確認し、コピーを保管しておく。保護者が免

許を持った運転手であること、使用予定の車を運転することが法的に許可されてい

ることを確認する必要がある。 

• 車両は各乗客のシートベルト、ライト、ブレーキが装備されていることを含む、走

行可能で、第三者保険に加入している必要がある。 

• 乗車可能な児童・生徒の人数は、使用可能なシートベルトの数を超えてはならな

い。 

• 車両には、7 歳以下の子どもに適切なシートベルトが装備されていなければならな

い。 

• 児童・生徒を自家用車に同乗させる場合は、保護者から書面による許可を得なけれ

ばならない。 

• 児童・生徒の移動に自家用車を使用する場合は、校長の承認が必要である。 

• 学校が保管する書類には、各車両に乗車する児童・生徒の氏名、車両の登録番号、

運転手の氏名を記載すること。 

学校はまた、車両の運転手に対して、車両の損害について学校は一切の責任を負わないこと

を明確にする必要がある。 車両の第三者保険は、児童・生徒の怪我を保障するものでなけ

ればならない。 

Transporting Students by Bus バスによる児童・生徒の移動 

• 少なくとも 1 人の監督教員がバスに同乗しなければならない。 

• 学校はリスクアセスメントの一環として、バスの安全面を評価しなければならな

い。 

8. Discipline Procedure 児童・生徒に期待される行動基準 

校外学習前に、全児童・生徒、補助の大人、保護者に活動中の児童・生徒に期待される行動

について説明し、安全基準の必要性を強調することが重要である。 

活動によっては、個々の児童・生徒のこれまでの行動を考慮する必要がある。 例えば、常

習的に言うことを聞かなかったり、迷子になりやすかったりする児童・生徒は、特別な監督

を必要とするか、状況によっては活動への参加を許可されないことがありうる。 

規律や一般的な行動に関する事柄は、教員に任せ、可能であれば担当教員に任せるべきであ

る。その他の補助的な大人（保護者、教員以外のスタッフ、学校外のスタッフ、ボランティ

ア）は、問題がおきた場合、担当教員に伝えるよう指導する。 
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児童・生徒が途中退出となった場合、家に戻すのか学校に戻すのか、スタッフや児童・生徒

に伝わっている明確な退出方法がまければいけない。その方法もリスクアセスメントの一部

とすることができる。 

9. Student Management 児童・生徒の管理 

校外学習中、例えば出発前・各活動の前・移動前・校外学習終了時点など、定期的に点呼を

受けること。 

10. Parent Involvement 保護者の参加 

パース日本人学校では、校外学習に保護者が参加することにより、多くの利点があることを

考えている。例えば 

• 大人と児童・生徒の比率が高くなる。 

• 保護者は監督または一般的な当番としての役割を果たせる。 

• 児童・生徒を会場まで送り迎え応援。 

• 専門的な指導や組織作りなどのスキルの提供。 

• 期待される行動の見本となる。 

校外学習やキャンプに参加する保護者は、役割や責任について徹底的な説明を受ける必要が

ある。緊急時の対応や担当する児童・生徒の課題の情報も与える必要がある。規律上の問題

がある場合は担当教員に伝えるよう指示される。 

また、児童・生徒と関わることができないような理由があるかどうか秘密宣誓（Confidential 

Declaration – Appendix 5）やボランティア秘密保持宣言書（Volunteer Confidentiality 

Declaration – Appendix 6）を提出する必要がある。 

宿泊を伴う校外学習の場合、保護者を含め、同行する大人の監督者は全員、有効のな「ワー

キングウイスチルドレン」資格を所持し、その情報を学校に提供する必要がある。 

秘密宣誓書の提出を必要とすることで、学校側が本人に犯罪歴がないことを確認するために

「合理的な措置」を講じたことを示すものである。 学校が希望する場合、代わりに法定申

告書（Statutory Declaration）への署名を求めることもできる。 その後、必要に応じて犯罪歴

調査を依頼することができる。 

11. Teacher/Student Ratios 教員・児童・生徒比率 

教員・児童・生徒比率ガイドライン 

• 校外学習や活動のリスクアセスメントを行う際、学校は児童・生徒の年齢、能力、

活動の場所、活動の性質などの要因に基づいて、必要な監督者の人数を評価する必

要がある。法的に義務付けられている大人・生徒の割合がないが、学校は「注意義

務」を念頭に置き、リスク管理を行う際に監督者の人数を考慮する必要がある。 

• グループに同伴する大人の 1 人は、教員として登録している人でなければならな

い。 混合グループの場合は、男女各 1 名の教員が同席することが望ましい。 1 日以
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上にわたる校外学習の場合、少なくとも 1 人の教員が常駐していれば、男女混合の

まま、その時間の一部をボランティアに充てることが可能である。 

• グループの人数に関係なく、最低 2 人の大人が同行し、そのうちの 1 人が教員でな

ければならない。 教員以外の大人が児童・生徒の世話で忙しい場合は、教員が常に

同席または近くにいて、注意義務の全責任を負うべきである。 

• ほとんどの校外学習では、応急手当（ファーストエード）の資格と経験を持ってる

大人は同伴する必要がある。 

本校は、教育省発行の「Recreation and Outdoor Education Activities for Public Schools 

Procedures」（公立学校におけるレクリエーションおよび野外教育活動の手順）や「Duty of 

Care for Public School Students Policy」における児童・生徒／スタッフの比率などのガイドラ

インを参考にする。 

12. Student Safety  児童・生徒の安全 

児童・生徒の安全を確保するために、担当教員は以下のことを行う必要がある。 

• 監督する大人全員と学校が、校外学習の安全面について充分に理解していることを

確認する。 活動の中身、参加する児童・生徒、期間により、校外学習によって安全

への配慮はかなり異なる。 

• 参加する児童・生徒のリストを作成し、個々の児童生徒の健康状態を把握してお

く。 

• 校外学習の場所を事前に確認する。適切な場所と判断された上で、児童・生徒がそ

の場所を使用するための明確な境界線を設定する。 

• 安全装備や衣服を定期的にチェックされていることを確認する。 

• 安全および緊急時の計画が作成されていることを確認する。 

13. Emergency Plans 緊急時対応計画 

活動によっては、他の活動よりも本質的に危険度が高いものがある。 例えば、アブセイリ

ングの遠足は、動物園への遠足よりも危険度が高い。 従って、担当教員は、実施する校外

学習の本質的な危険度を充分に認識することが不可欠である。 

全教職員や監督スタッフ全員が緊急時対応計画を理解していなければならない。緊急時対応

計画は、グループや負傷者に対する注意義務を損なうことなく、緊急支援へのアクセスを確

保するものでなければならない。緊急時の安全手順を明確に理解し、監督するすべての大人

は、緊急時対応計画と利用可能なリソースを知り、理解する必要がある。 

担当教員は、活動が開催される地域を充分に把握してなければいけない。例えば、電話の受

信状況、レンジャー事務所や病院までの距離などを把握していなければならない。  

緊急時対応計画を策定する際の考慮事項。 

• 緊急時の支援は、1 時間以上かかる場所であってはならない。 
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• 担当教員は、学校の連絡担当者、地元警察、救急車の電話番号を把握し、医療同意

書をすぐに入手できるようにしておく。 

• 学校の連絡担当者は、特に通常の授業時間外でもすぐに連絡が取れるようにしてお

き。また、連絡先は保護者にもいきわたていないといけない。 学校の連絡担当者

は、グループ全員の氏名と電話番号を把握し、旅程の詳細を把握し、担当教員に連

絡できるようにしておく。 

• 遠隔地では、地元の警察またはパークレンジャーが日程と学校の連絡先を知ってい

る必要がある。 

• 校外学習に関わるすべての大人は、指揮系統を把握しておく。 

• 何かの事件があった場合、担当教員ができるだけ早く事件の詳細を記録しておく。 

• 担当教員は、緊急事態が発生した場合に備えて、携帯電話、患者を搬送するための

車または救急車を利用できること、救急箱、地域を示す旗、救助板またはリング

（水中活動）などを用意しておくべきである。 

• 負傷、医療上の緊急事態、状況の変化（例：山火事、ウォーキング中の大雨）、設

備の故障、その他即座の判断を必要とする予見可能な事態が発生した場合の具体的

な手順を定め、避難手順を確立し、理解しておく必要がある。 

• 校外学習に参加する少なくとも一人は、活動前と活動中の天候や火災の状況を注意

深く観察し、必要な時に必要な行動をとれるようにしておく。 どのような場合で

も、学校長は、インターネット（DFES のウェブサイト）、E メール、地元のラジ

オ、テレビ、天気予報、地元の消防署などを通じて状況を監視する責任を、学校長

またはその委任を受けた者が持つようにし、遠足やキャンプに参加する監督スタッ

フにこれらの情報を常に最新に保つようにしなければならない。 

• 少なくとも 1 名は、救急処置の知識を持っていること。 

•  携帯電話が使用可能であること。 

• 救急箱が備えてある。少なくとも 1 名の大人が活動に必要な救急法を遵守している

こと。 事故に対応できるよう、すべての応急手当用具と救助用具が用意されている

こと。  

• 人里離れた場所での遠足では、救助用具はストレッチャー、車、衛星電話、EPIRB な

どを含む可能性がある。 

14. Students with Disabilities/Medical Needs 特別支援の児童・生徒 

障害や医療的ケアが必要な児童・生徒の校外学習に参加する予定の場合、計画段階で、保険

会社、保護者、主治医（保護者の判断で）と、様々のことを確認する必要がある。 

• 校外学習先で注意が必要となる可能性の病状を持つ児童・生徒がいる場合、学校は

保護者と個別に緊急時の対応について話し合う必要がある。医療専門家に助言を求

めることもできる。 個人の緊急プランができた場合、そのプランに保護者が署名

し、参加する全スタッフにプランをシェアすべきである。 プランには、緊急に連絡

を取るべき人（保護者、医師）、関連電話番号、メディケア番号、私的医療基金の
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詳細などの情報などを含むべきである。 対応は、一連のステップを明確に記載すべ

きである。 

• 学校側が、児童・生徒の医療ニーズに対応する能力について深刻な懸念を抱いてい

る場合は、その子どもの親または看護師に出席を求めることがありうる。 他の保護

者や医療専門知識を持つ教師アシスタントがボランティアとして参加することも可

能だし、学校が適切な人を雇う必要な場合もある。 

• 児童・生徒の中には、身体的な障害や持病のために、活動への参加が困難な場合が

ある。 企画の計画段階で、その危険性と現実的な方法について保護者とよく話し合

う必要がある。 代替または適応された活動を提供する必要がある。 解決策が見つか

らない場合は、全児童・生徒のために別の場所、会場、活動を検討しなければなら

ない。 障害者差別禁止法（Disability Discrimination Act）により、他の児童・生徒が校

外学習に参加している間、子どもを家に留守番させるよう学校が保護者に求めるこ

とはできない。 

15. Incursions インカージョン 

インカージョンとは、児童・生徒のためにパフォーマンス、レッスン、サービスを提供する

学校の訪問者を伴う活動のことである。 

本ガイドラインに記載されているほとんどの情報は、インカージョンにも適用されるが、イ

ンカージョンに特有な考慮事項がいくつかある。 

インカージョンに必要な手続きは以下を含む。 

• インカージョンは、校長またはその代理によって承認されなければならない。 

• すべてのインカージョンは、指定書式にて企画案を記入すること。 

• 注意義務を維持できるために、適切な人数の学校スタッフが参加しなければならな

い。注意義務を負うのは訪問者ではなく、学校の職員であることを認識することが

重要である。活動途中、活動の一部に関してでも職員に懸念がある場合は、児童・

生徒への予定外の危険がないと確信できるまで、必要であれば活動を停止しなけれ

ばならない。 

• インカーション提供者のスキル、経験、資格を確認する。 

• 資金を確保する（必要な場合）。 

• 校外学習と同様のリスクアセスメントを行う。 

• 外部提供者が利用する施設の確認や提供。 

• インカージョンに参加しない生徒への配慮。 

• 特別支援や不安のある児童・生徒への配慮。 

16. Water-based Activities 水上活動 

JSP のスタッフは、水上活動を計画・実施する際、WA 州教育省が発行する安全ガイドライ

ン、「WA Department of Education Appendix S: Swimming and Water Safety Activities」（西オー
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ストラリア州教育省付録 S：水泳および水上安全アクティビティ）に留意する必要がある。

ガイドラインは以下を含む。 

• 監督者の最低限必要な資格と能力 

❖ 監督者のうち少なくとも一人は、水上活動の指導、および緊急時の救助と心肺蘇

生法（CPR）の提供の経験がなければならない。(DOE ガイドライン pg. 9) 

• 監督の最低レベル 

担当教員は、監督チームのメンバーが水上活動を行う技術を持ち、水上活動中の

どの段階においても潜在的なリスクを特定し管理するための適切な経験、知識、

スキルを持っていることを確認しなければならない。(DOE ガイドライン pg. 11) 

❖ プール・穏やかな水・海などの様々の水の環境において、異なるレベルの監督に

なるが、少なくとも 2 名の経験豊富な監督者が常時勤務していることが推奨され

る。(DOE ガイドライン pg.11) 

❖ 児童・生徒は、常に有資格の監督者の視線の範囲内にいなければならない。児

童・生徒が監督者の視線視外に出た可能性がある場合は、安全な監視を維持する

ために、2 人目の監督者が必要である。 

❖ 水上活動を開始する前に、担当教員は、各児童・生徒が安全に参加するために必

要な泳力と水上安全技術を備えていることを確認する必要がある。 

• 水上活動が行われる環境の種類（穏やかな水やプール、海など）に応じたガイドラ

インが異なる。(DOE ガイドライン pg. 5) 

 

パート B Procedures 手続き 

1. 校外学習（遠足やキャンプなど）企画の第一歩は、情報収集をしたり実施計画を準

備することである。担当の教員が事前にその場所を訪問することが準備の一つであ

る。 

 

2. 担当者が「校外学習届」（Appendix 4）を準備すること。この準備は現地で行われる

各活動について、起こりうるリスクとその管理方法を評価する、つまりリスクアセ

スメントを行う必要がある。リスクを評価する際、WA Education Department Risk 

Assessment Guidelines （WA 州教育省のリスクアセスメントガイドライン）や付録 2

のリスクマトリック）を参照することになる。 

 

3. 「校外学習届」を受け取り、教育的価値があり、リスクが十分な方法で管理できる

と評価された場合、校長の決済を得ることになる。校長は、許可を出す前に、計画

のフィードバックを行い、修正を要求することもある。 

 

4. 校長の許可を得られた後、担当教員はは次の職員会議で計画とリスクについて説明

し、必要な場合、企画を修正する。 
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5. 計画の詳細を進めるにあたって以下の要因を考慮する必要がある。 

• 参加する児童・生徒の特別な状況、例えば健康状態や食事。 

• 保護者やボランティアの援助が必要かどうか。 

• 保護者やボランティアへの説明の仕方。 

• 交通機関など外部業者の予約や支払いなど。 

 

6. 計画が確定したら、保護者宛のが校外学習の詳しい情報を含んだ手紙を作成し、校

長の承認を得てから、同意書（健康情報を含む）と一緒に保護者に送付する。手紙

には以下の内容が含まれることである。 

• 活動の概要  

• 日付・時間  

• 場所・場所名   

• 交通手段 

• 費用 

• 持ち物や服装  

 

7. 校外学習の前日までに、以下のものを準備しておくこと 

• ファーストエイドキット。すべてのアイテムが含まれており、最新の状態で

あることを確認すること。  

• 児童・生徒を監督する大人全員が、全活動のリスクアセスメントに従って、

安全に関する十分な説明を受けるようにすること。 

• 「緊急時対応手順」（Appendix 3）を完成し、校長にコピーを提出するこ

と。 

 

8. 活動の当日、担当教師は、全出席者（児童・生徒、スタッフ、保護者を含む参加す

る全員）のリストのコピーを事務室に提出したことを確認する。 

 

9. 活動実施後、担当教師は職員会議の場を活用して、次回・次年度への申し送り事項

があるかを協議し、必要に応じて実施計画書の「申し送り」欄に追記する。 

 

参考文書・資料 

JSP Staff Code of Conduct 
JSP Student Code of Conduct 
JSP Community Code of Conduct 
JSP Child Protection Policy 

National Principles of Child Safe Organisations 
   https://childsafe.humanrights.gov.au/national-principles  
WA Department of Education Recreation and Outdoor Activities for Public Schools  
    https://www.education.wa.edu.au/dl/p67mkk6 (accessed January 25, 2023) 
WA Department of Education Duty of Care for Public School Students Policy 
   https://www.education.wa.edu.au/web/policies/-/duty-of-care-for-public-school-students-policy 

https://childsafe.humanrights.gov.au/national-principles
https://www.education.wa.edu.au/dl/p67mkk6
https://www.education.wa.edu.au/web/policies/-/duty-of-care-for-public-school-students-policy
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WA Department of Education Appendix S: Swimming and Water Safety Activities Version 2.0 
   https://www.education.wa.edu.au/dl/r9v3k1o (accessed February 28, 2023)   
 
Further information on water safety is available from 
Royal Life Saving Society WA https://royallifesavingwa.com.au 
Surf Life Saving WA  https://www.mybeach.com.au/ 
 

Approved 26/10/23 by the Japanese School Council in Perth Board. Next review 26/10/26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Appendix 1 キャンプ保護者の同意書および健康調査書 

年  月  日 

https://www.education.wa.edu.au/dl/r9v3k1o
https://royallifesavingwa.com.au/
https://www.mybeach.com.au/
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＿＿＿＿＿＿（対象学年記入）の保護者の皆様 

パース日本人学校 

校長 ＿＿＿＿＿＿ 

キャンプに際しての同意書および健康調査書 
 

 小学部 
  中学部  （   ）年 児童・生徒氏名（               ） 

 

１ どちらかに○をつけてください。 

キャンプに参加することに（   ）同意します。 

                  （   ）同意しません。 

 

２ 同意されない場合には下記に理由をお書きください。 

 

〈理由                                  〉 

 

保護者署名______________________________                                        

 

３ キャンプ期間中，緊急連絡先を下記にご記入ください。 

 

記入日     年   月   日 

 

 

 

 

 

 氏名 電話番号 
（職場の電話の場合は、職場名等も） 

 

日中連絡先 

 

 

 

 

 

 

（          ） 

 

朝・夜連絡先 
（上記と異なる場合のみ記

入） 

 

 

 

 

 

（          ） 
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校外学習時前健康調査 

項目ごとに「○」印を付け、「あり」に〇を付けた場合には詳しく記入してください。 

 

小・中 学部   年 氏名            ( 男 ・ 女 ) 
平熱   度    分 

(1) 車酔い １ 酔わない  ２ 時々酔う  ３ 酔う 

(2) 体質で配慮

すべきこと 
１ なし 

２ 熱が出やすい ３ 頭痛  ４ 腹痛   ５ 下痢 

６ 鼻血が出やすい 

７ 食物以外のアレルギー体質(原因物質          ) 

              （症状            ） 

８ その他（                       ） 

(3) 食物 

アレルギ

ー 

１ なし ２ あり 

原因物質 

症状                      

(4) 既往歴 １ なし ２ あり 
 

(5) 現在治療 

中の病気 
１ なし ２ あり 

病名 

注意しなければいけないこと 

(6) 持参薬 
   

１ なし ２ あり 

・薬の名前 
 

・分量 
 

・飲む時 
 

飲み薬は学校から持って行くことができません。必要な場合は必           

要な分量だけお持たせください。(人にあげないことを約束させ   

てください) 

(7) 夜間の用便

で配慮すべ

きこと 

１ なし ２ あり 
夜中に起こしてトイレに行かせることを希望される場

合は時間をご記入ください。（     時頃） 

(8) その他 

気になることがあればお書きください。 

・  月  日（金）までに担任に提出をお願い致します。 
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Appendix 2 – Risk Matrix Template リスクマトリックス・テンプレート 

記入について 

• 実施する予定各活動にタイトル（リスク名）を付ける。 

• 各リスクの詳細を記述する。「XX が発生する可能がある。。。」で始める。 

• その事象が発生した場合の可能の結果を記述する。 

• 事象が発生する可能性を当て記述する。 

• リスクマトリックスを参考にしてリスクのレベルを決定する。 

• 実施すべきリスク処置を記述する。 

• 最終的なリスクレベルを決定する。 

• 最終的なリスクが高いか極端に危ないと判断された活動は進まない判断になる。 

Likelihood 可能性     Consequences 結果 

A まれ―めったに起らない  1 ごくわずか – 目標への影響はごくわずか。

B きわめて低い – たまに   2 軽微 – 目標に軽微な影響を及ぼす。 

C 可能 – 定期的に起こる   3 中程度– いくつかの目標に影響を及ぼす。 

D 起こりそう – 頻繁に起こる  4 影響は大きい – 重要な目標が達成でき 

       ないものもある。 

E ほぼ確実に起こる – 起こる  5 重大 –ほとんどの目標が達成できない 

       

Risk Matrix Table リスくマトリックス表 

 結果 

確立 

 1 2 3 4 5 

A L L M H H 

B L L M H E 

C L M H E E 

D M H H E E 

E H H E E E 

 

 

     

リスク名: 

リスク詳細: 「XXX が発生する可能がある。。。。」 

対策前： 可能性 結末 リスクのレベル 

処置方： 

対策後予測： 可能性 結果 リスクのレベル 

E 

Extreme 

H 

High 

M 

Medium 

L 

Low 
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リスク名: 

リスク詳細: 「XXX が発生する可能がある。。。。」 

対策前： 可能性 結末 リスクのレベル 

処置方： 

対策後予測： 可能性 結果 リスクのレベル 

 

担当教員名: ___________________________＿＿＿＿＿＿＿ 

校外学習行き先： _____________________________＿＿＿ 

出発日時： _____________   学校に戻る日時 ___________ 

レビュー担当者名(校長)： _________________________________ 

レビュー担当者（校長）の懸念やコメント：

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________ 

企画進行許可のために、以上の表に各リスクについて記載され、レビューアの許可がないと

いけない。 

進む許可:          Yes・はい        No いいえ       Pending 検討中 

レビューアーのサイン: ___________________ 日付 _______________ 
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Appendix 3 JSP Emergency Procedure for Excursions & Camps 緊急時対応手順 

校外学習名： 

日付： 

項目  

参加者の緊急連絡先リスト

添付 されていますか？ 

〇 はい  

〇 いいえ 

各生徒の健康情報が添付さ

れていますか？ 

 

〇 はい  

〇 いいえ 

得病や何か医学的な状況の

ある生徒の名前や状況。 

 
 

 

近辺の病院・医療センター

などの情報 

 
 

 

予測できない事態が発生した

場合の対応 

• 移動（出発など）の遅延 

• 生徒の負傷 

• 生徒が迷子 

• 自然災害 
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Appendix 4 校外学習届 

 

年   月   日 

パース日本人学校長 殿 

小学部 中学部   学年 担当者名                 印 

 

承

認

印 

月  日 

校長 

校外学習届 

校外学習を下記の通り計画いたしましたので、ご承認くださるようお願いいたします。 

 

実施日時 年  月  日  

時  分 ～   時  分 

実施学年・人数 小学部     学年 

中学部     学年 

男子 名、女子 名 

計  名 

教科領域名  

実施場所  

利用する交通機関  

経費  
 
 
 

学習の概要  
 
 
 

実地踏査 

 

実施日： 

 

実踏者： 

実施日：    

主な確認された情報： 

当日の予定引率者  

 

 

申し送り 

（学習後記入） 
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安全対策・リスクアセスメント（必要に応じて欄を増やしてください） 

リスク名: 

リスク詳細:  

対策前： 可能性 結末 リスクのレベル 

処置方： 

対策後予測： 可能性 結果 リスクのレベル 

 

リスク名: 

リスク詳細:  

対策前： 可能性 結末 リスクのレベル 

処置方： 

対策後予測： 可能性 結果 リスクのレベル 

 

レビュー担当者名(校長)： _________________________________ 

レビュー担当者（校長）の懸念やコメント：

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________ 

企画進行許可のために、以上の表に各リスクについて記載され、レビューアの許可がないと

いけない。 

進む許可:          Yes・はい        No いいえ       Pending 検討中 
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Appendix 5 

 

 

 

 

This form must be completed by anyone who is not an employee of the School and who will be 

working with or in proximity to students. 

この書式は、当校の従業員以外で、児童・生徒と関わる、または児童・生徒の近くで働く人が

記入する必要があります。 

Please place a tick in one of the boxes below.  

以下のボックスのいずれかにチェックを入れてください。 

 
□ I declare that I do not have any convictions, circumstances or reasons that might 

preclude my working with or near children.  

私は、子どもたちと共に、あるいは子どもたちの近くで働くことを妨げるような犯罪

歴、状況、理由がないことを宣言します。 

 

□ I declare that I do have convictions, circumstances or reasons that might preclude my 

working with or near children. The nature of these convictions, circumstances or reasons  

outlined below. 

私は、子どもたちと共に、あるいは子どもたちの近くで働くことを妨げるような犯罪

歴、状況、 理由があることを宣言します。これらの前科、状況、理由の概要は以下の通

りです。 

________________________________________________________________________ 

________________________________________________________________________ 

________________________________________________________________________  

I certify the accuracy of the above information. I am aware that I may be required to provide a 

police clearance if is considered necessary to verify the information provided. 

私は、上記の情報が正確であることを証明します。私は、提供された情報を確認するために必

要であると考えられる場合、警察証明書の提出を求められる可能性があることを承知していま

す。 

Name:  ______________________________ Date:  _____________________________ 

Signed:  ______________________________ Telephone:  ________________________ 

Company:  ___________________________  

Address:  ____________________________ 

                 ____________________________ 

 

The Japanese School in Perth 

Confidential Declaration・秘密宣誓書 
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Appendix 6 

 

 

 

パース日本人学校のボランティアとしてご協力いただきありがとうございます。 

個人情報保護法を考慮し、また本校のコミュニティーのメンバー全員を尊重するため、以下

の守秘義務に関する声明をお読みになり、ご署名くださいますようお願いいたします。この

簡単なガイドラインに従うことで、各個人の権利とプライバシーが守られます。 

本校でボランティア活動を行うため、必要な学校のポリシーなどを読み、必要な書類も必ず

ご提出ください。 

ご理解・ご協力の程お願いいたします。 

ＪＳＰ校長 寺本喜和 

 

………………………………………………………（切り取り線）…………………………………………………………………. 

パース日本人学校でのボランティア活動において、私は（名前記入……………………………………）

パース日本人学校のチームの一員となることを承知します。私の役割は、学校のスタッフと

児童・生徒をサポートすることだと理解しています。 

私は、学校のスタッフや児童・生徒とのすべてのコミュニケーションにおいて、敬意を払

い、礼儀正しく、公正であり、ハラスメント、いじめ、差別のない職場に貢献することに努

めます。 

私は、常に全スタッフと児童・生徒の守秘義務を尊重し、学校で起きたいかなる情報や活動

についても話したり漏らしたりはしません。私は、学校コミュニティのすべてのメンバーの

権利、プライバシー、尊厳を尊重し、スタッフ、児童・生徒、その他の学校コミュニティの

メンバーの許可なくデジタル録音（写真、音声、ビデオを含む）を行いません。 

私は、関連するボランティア登録書類をすべて読み、返送しました。 

サイン:   ………………………………………………….. 

日付：    ……………………………………………………  

 

The Japanese School in Perth 
Volunteer Confidentiality Declaration  

ボランティア守秘義務宣言書 

パース日本人学校 

ボランティア守秘義務宣言書 


